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リスクコンサルティング
サイバー攻撃対応などから企業
の大切な情報を守る

フォーカスシステムズは、お客様にトータルソリューション
をご提供する“総合情報サービス企業”です。

ABOUT 
FOCUS 

SYSTEMS

医療システム
診療を受けた時の診療報酬の
電算処理システム

次世代移動通信システム
ミドルウェアからドライバ開発、
通信制御まで携帯端末に関する
あらゆる開発

社会保険システム
全国の年金事務所をつなぐ
年金制度を支えるシステム

電子行政システム
行政サービスの電子化に伴う
システムの開発

金融機関向けシステム
メガバンク向け顧客管理システム
の開発や新銀行の基盤構築

Focus Systems1
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航空管制システム
管制官が使用する、いわば「空
の信号機」システムの開発

自動車登録システム
車、バイク等の所有者や
車検状況を管理するシス
テムの開発

気象情報システム
全国の気象観測所をつなぐ
ネットワークの構築

福祉介護システム
福祉介護の必要な人がどんな
介護を受けているのかを管理
するシステムの開発

暗号技術
電子情報を漏洩や改ざんなど
のリスクから守るための次世
代暗号技術

RFIDシステム
ICタグをさまざまな物品に取
り付けて管理をするシステム
の開発

フォーカスシステムズの技術は、さまざまなシーンで社会を支えています。

Focus Systems 2
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株主の皆様へ

平素は当社業務に格別のご支援を賜り、厚く御

礼申し上げます。

ここに当社第36期（平成23年4月1日から平成24

年3月31日まで）の営業のご報告をご高覧願うにあ

たりまして、一言ご挨拶申し上げます。

当社第36期における我が国経済は、東日本大震

災後に急速に落ち込んだ後、サプライチェーンの

復旧に伴い夏場にかけて回復したものの、欧州債

務問題の再燃、円高の進展、原油価格の上昇、電

力の供給能力不足等の懸念材料が依然として残っ

ており、景気の先行きは不透明な状況になってお

ります。

情報サービス業界におきましては、景気の不透

明感を背景に、企業の情報化投資に対する慎重な

トップメッセージ

姿勢は継続し、厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社は、期首より新経

営体制の下、事業部制から事業本部制へ移行する

ことにより、組織の連携強化・経営効率の向上に

よるコスト適正化を図るとともに受注および売上

拡大に努め、増収増益という結果で終えることが

できました。

引き続き厳しい状況ではありますが、企業価値

の維持向上に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご

支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成24年6月

代表取締役社長　森　啓一

TOP 
MESSAGE

「生き残る会社であるより、
　　　　　勝ち残る会社でありたい」

Focus Systems3

010_0717201302406.indd   3 2012/06/09   16:34:41



経営理念
 「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、未来のより良い環境作りに貢献する。」
経営ビジョン
 私たちは、以下の3つの責任を果たしていきます。
 1. 個人責任　人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
 2. 企業責任　社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
 3. 社会責任　お客様、投資家、株主様から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

Q　当期業績について
A.

弊社は「システムインテグレーション」、「ITサービス」、「情
報セキュリティ」の3つのサービス領域を事業の柱としてお
ります。

決算のご報告に関しましては、最終ユーザー毎に「公共関
連事業」「民間関連事業」と主にセキュリティ製品の販売を
行う「セキュリティ機器関連事業」の3つを報告セグメント
としております。

公共関連事業におきましては、最終ユーザーの予定案件
の取り止め、計画見直し、予算縮小による案件数の低下等、
厳しい状況が続く中、システム基盤構築業務へとシフトし
たものの、売上高・セグメント利益共に計画未達となりま
した。

一方、民間関連事業におきましては、インフラ系（ミド
ルウェア、ネットワーク等）の業務拡大、既存運用・サー
ビスの業務拡大の結果、売上高・セグメント利益共に計画
を達成し、順調に推移しました。

セキュリティ機器関連事業におきましては、官公庁や大
手民間企業等にも専門担当が増え、特にデジタル・フォレ
ンジック技術の社会ニーズが増えてきていることを背景に、
官公庁におけるサイバー犯罪対策（警察庁のサイバー犯罪
対策室の設置等）が計画通り進んだことから、売上高・セ
グメント利益共に計画を達成し、順調に推移しました。

以上の結果、当事業年度業績は、売上高11,909百万円
（前事業年度比4.5％増）、営業損失47百万円（前事業年度は
187百万円の営業利益）、経常損失58百万円（前事業年度は
145百万円の経常利益）、当期純利益151百万円（前事業年
度比74.5％増）となりました。

Q　今後の事業展開について
A.

事業本部制という新しい経営体制に移行してから、早い
もので一年がたちました。

この一年、組織間の連携強化、事業の優先順位の明確化、
環境変化への対応、そして営業活動の強化等を目標とした
新しい経営体制も順調に機能してきており、今年度はさら
なる効果を発揮するものと期待しております。

また、さらなる事業の深耕拡大を目指して、今年4月に組
織改編を行いました。

１点目は、公共金融事業部門を再編し、今後拡大が見込
まれる社会保障と医療に関する分野を事業部門として独立
させ、独自の提案活動ができる組織体制としました。

２点目として、デジタル・フォレンジック技術を中心に
事業を展開していたフォレンジックセキュリティ室をリス
クコンサルティング部とし、デジタル・フォレンジックは
もとより、広くITリスクに対するコンサルティング事業を
展開する部署としました。国内NO.1フォレンジックベンダ
ーを目指してまいります。

通期の業績としましては、売上高12,000百万円、営業利
益370百万円、経常利益320百万円、当期純利益90百万円を
見込んでおります。

次期（平成25年3月期）の配当金につきましては、1株当
たり10円を予定しております。

Q　株主様へのメッセージ
A.

経営体制の移行に伴い経営理念を新たにしました。経営
理念・経営ビジョンには、社員の一体感を高め、社員全体
が一丸となってパワーを発揮できる組織を作り、未来のた
めに貢献できる会社を目指すとの思いを込めています。

今年度は経営理念・経営ビジョンを、さらに会社全体に
根付かせ、未来のよりよい環境作りに邁進してまいります。          

会社はオーケストラ。経営者は指揮者。そしてお客様、
株主様をはじめ、当社を応援していただいている皆様から

“ブラボー”の声をいただけるよう、役職員一丸となり邁進
してまいります。

株主の皆様のなお一層のご支援、ご協力をお願い申し上
げます。

Focus Systems 4
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3 PARTS 
DOMAIN
IDENTITY

Focus Systems5

● 公共分野
官公庁関連システムなど社会を支える公共システム分野に数多

くの実績を有するのが当社の特徴のひとつ。「健康保険システム」
「財務会計システム」「労働保険・社会保険システム」「貿易流通
システム」「航空・交通管制システム」など、高い信頼性、深い
業務理解が求められるシステムを数多く手掛けています。こうし
た大規模プロジェクトの経験を通じて蓄積した技術が、現在の
当社の競争力の源泉となっています。これらのシステム開発を通
じた優良企業・官公庁など大口顧客との長期・安定した取引関係
が、当社の事業基盤となっているのです。

● 金融分野
新しい事業基盤とするべく注力しているのが、金融ビジネス分

野の拡大です。
オープン系の開発では銀行（顧客管理システム）、大型汎用機

系の開発では銀行（融資業務に関わる設計・開発）、生保（個人
保険、企業保険の新契約、保全業務）、大手クレジット会社の統
合案件と多岐にわたり、安定した取引を確立しております。

● 通信ネットワーク分野
設立以来、当社が強みを発揮するのが通信ネットワーク分野で

す。さまざまな開発を通じて、通信関連の有力企業との長期安定
した取引関係を確立しています。次世代通信網『NGN』を構成す
る各種通信装置や、携帯電話の基地局、インターネットの核であ
るルータやゲートウェイなど、さまざまな通信制御装置のファー
ムウェア開発を行っています。また、携帯電話端末の開発におい
ては、ミドルウェアやドライバ通信制御など、高度な知識・経験
が要求される部分の開発に強みを持っています。

● インフラ基盤環境設計・構築
進化の速いオープン系システムにおいて、インフラ基盤（ハー

ドウェア周り、ネットワーク、OS、ミドルウェア）の構築から、
アプリケーションソフトの開発まで、最先端技術を駆使した設
計・構築・開発を行っています。

● 技術支援サポート業務
ハードウェア環境、ネットワーク、OS、ミドルウェアの問題

点解決や、ハードウェアの推奨設定値の支援などを技術者に対し
行うことにより、先端技術を必要とするお客様環境の構築を支え

ています。
● 運用サポート業務

メーカーの提供するソフトウェアに対し、顧客の業務上の問
題点解決や顧客要求を実現するために、電話による技術サポート

（ヘルプデスク）やお客様環境運用システムの開発など、技術力
（テクニカルスキル）の提供により運用をサポートしています。

システムインテグレーション ITサービス

3つのサービス領域

1st 2ndFocus Focus

3rd Focus

2nd Focus

1st Focus

健全なIT社会構築に貢献する
技術、「暗号」「デジタル・フ
ォレンジック」

通信・公共分野を軸と
したシステム開発

総合情報サービス企業として
のシステム運用・保守／イン
フラ技術支援事業

3 PARTS 
DOMAIN
IDENTITY
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New Product

1．ファイルを入れる

for Android

ただいま無料で
ダウンロード
いただけます。

2．暗号化
される

WiFi

タブレット端末
3．見る

4．自動的に消える

PDF

FP

PDF

PDF

3G

f

f

Excel

Excel

新しいサービスに
取り組んでいます。

モバイル端末の持ち出しセキュリティ

Focus Systems 6

共通鍵暗号

Google PlayはGoogleの商標です

FIPS 140-2適合認定ライブラリ

トータルセキュリティのご提案

私たちフォーカスシステムズは、お客様にトータルソリューションをご提供する

“総合情報サービス企業”です。

健全な IT社会の実現のため、最先端のテクノロジーを取り入れながら、

常に新しいソリューションの創造に努めています。

情報セキュリティ

● さまざまなフェーズでのセキュリティ
暗号による秘匿の確保、定期的なセキュリティ診断、それでも問

題が発生した場合のデジタル・フォレンジックによるインシデント
レスポンス（事後対応）。フォーカスシステムズは、さまざまなアプ
ローチでビジネスにおけるセキュリティ対策を支援していきます。

● 暗号技術
自社製品などさまざまな環境でC4暗号をはじめとした各種暗号

技術を活用し、情報漏洩対策のひとつとして、デジタル社会にお
けるセキュリティのニーズに対応しています。

● セキュリティサービス
スマートフォンやタブレット端末を業務に活用するために必要

な認証、暗号といった機能を、新たなセキュリティサービスとして
提供しています。

● デジタル・フォレンジック
ビジネスシーンだけに留まらずライフシーンにおいてもあらゆ

る処理が電子的に行われる昨今、私たちの周りにはさまざまなデ
ジタル機器やデジタルデータが溢れ、情報セキュリティ事故のニ
ュースが絶えません。

情報漏洩等の事故を起こさないための対策だけではなく、事故
が起きることを想定した「事故対応前提社会」という考えのもとに、
企業はインシデントレスポンス（事後対応）能力の強化が求められ、
デジタル・フォレンジックが脚光を浴びています。

当社はコンピュータやスマートフォンなどを解析するデジタ
ル・フォレンジック製品やサービスに加え、米国訴訟に巻き込まれ
るお客様向けにeDiscovery（電子情報開示）やサイバー攻撃対応
の製品やサービスをご提供するなど、お客様の幅広いニーズに対
応出来る数少ないマルチベンダーとして実績を積み上げています。

AES

暗号技術

3rd Focus

システム開発用エンジン・ライブラリ

デジタル・フォレンジック

不正アクセス PL訴訟

改ざん カルテル

情報漏洩 特許訴訟

eDiscovery調査・解析

デジタル・フォレンジックの適用事例
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ソリューションのご紹介

特別プロジェクト

特別プロジェクト

社会保障と医療。2つの特別プロジェクト
フォーカスシステムズが長年携わる公共事業部門。今期、その公共事業部門を再編し、今後拡大が見込まれる社会

保障と医療に関する分野を事業部門として独立させ、独自の提案活動に加え、会社全体として取り組む組織体制とし

ました。今回はその社会保障と医療、2つの特別プロジェクトについてご紹介します。

CUSTOMER
SOLUTIONS

社会保障の分野は社会保険オンラインシステムの開発／保守をその中心
としています。社会保険オンラインシステムとは、300を超える全国の年金
事務所と業務センターを接続し、適用（保険への加入）、徴収（保険料の徴
収）、給付（保険給付の決定／支払）の業務を行う、国内最大級の公共シス
テムです。弊社は、20年にわたり社会保険オンラインシステムの開発／保
守に携わっています。

みなさまは「ねんきんネット」というサービスをご存じかと思います。自
宅に居ながらにして、インターネットで、いつでも新しい年金記録（年金の
加入記録・年金見込額･保険料納付済額など）をご自身でご確認できる、日
本年金機構が提供するサービスです。この「ねんきんネット」の開発にも携
わっています。まだ活用されていない方は、是非ご活用下さい。

みなさまが病院で診療を受けると、診療や処方した薬の費用が記載されたレセプト（診療
報酬明細書）が発行されます。レセプト（診療報酬明細書）とは、「患者」が受けた診療につ
いて、病院や薬局などの「医療機関」が健保組合などの「公的医療保険の運営者」に請求す
る医療費の明細書のことです。このレセプト（診療報酬明細書）を電算処理するシステムや、
関連システムの新規開発、維持管理（機能拡張、仕様変更の対応）に携わっています。

平成20年4月から始まった特定健康診査。40歳以上の被保険者・被扶養者に対するメタボ
リックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診です。この特定健診に関する業務シ
ステムの開発にも携わっています。

社会保障

医　療

社会保険オンライン
システム

年金
事務所 業務

センター

年金
事務所

業務
センター

適 用

給 付

徴 収

業務
センター年金

事務所

診療
報酬
明細
書
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電子情報開示（eDiscovery） ／訴訟支援

サイバー攻撃対策（CyberSecurity）

当社は、この数年来、デジタル・フォレンジック技術の普及に尽力し、国内No.1のフォレンジックベンダーを目

指して参りました。

今期、さらなる情報セキュリティ事業の拡充を目指し、デジタル・フォレンジックはもとより、広くITリスクに対

するコンサルティング事業を展開して参ります。

具体的には、デジタル・フォレンジックに加え、2つの新しい事業ドメインの開拓を進めていきます。

TOPICS トピックス

近年、米国に進出している日本の企業が、知的財産権、行政調査、製造物責任などで訴訟に巻き込まれる事例が多く発生していま
す。 米国民事訴訟の特徴の一つとして、Discovery（情報開示）制度が挙げられます。公判の前に当事者同士双方で、公判に関連の
ある情報を保全、開示する手続きをDiscoveryといいます。 そのうちの電子保存情報を情報開示対象とする部分がeDiscoveryです。 

2006年12月に米国連邦民事訴訟規則（FRCP）が改正され、eDiscoveryが制度化されました。
eDiscovery対応の費用は、基本的には情報の開示元が負担します。 また、情報開示を適切にできなかった場合、 不利な推定や、

様々な制裁を受けることになります。特許庁によると日本企業が産業財産権で訴えられる場合の相手は米国企業が最も多いとの統計
もあります。当社は、eDiscovery対応を余儀なくされる企業に対し、当社が対応作業を代行するアウトソーシングサービスと、企業
自らが対応可能な環境の構築をお手伝いするIn-Houseソリューションの両面からサポートします。

サイバー攻撃とは、標的とするコンピュータやネットワークに侵入して、データの搾取、
破壊や改ざんなどを行ったり、標的のシステムを機能不全に陥らせることです。2011年は、
国内大手重工メーカーサーバへのウイルス感染、国内大手銀行への偽メールによるフィッシ
ング攻撃や国会議員へのウイルス付きメールなど、標的型サイバー攻撃を受け、社会の関心
を集めました。 

当社は、2012年1月、インシデントレスポンスやフォレンジックで定評のある米国ガイダ
ンスソフトウェア社製サイバー攻撃対応ソフトウェア「EnCase Cybersecurity」の日本にお
ける販売・サポートを開始しました。「EnCase Cybersecurity」はサイバー攻撃に対し自動
的に対応することができるインシデントレスポンス・ソフトウェアです。日々何千ものイベ
ントに対応可能で、攻撃から対応までの時間を短縮し被害を最小限に抑えることができます。

個人情報など重要な
情報資産のマネージメント

Define:
検索条件を設定

Identify:
ネットワークの
どこにデータが
あるか自動検索

Assess:
データポリシーと比較

Enforce:
ポリシー違反の
場合修正

Focus Systems 8
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第32期
平成20年３月期

第33期
平成21年３月期

第34期
平成22年３月期

第35期
平成23年３月期

第36期（当期）
平成24年３月期

売上高 （百万円） 12,251 12,041 11,702 11,401 11,909

経常利益または経常損失（△） （百万円） 283 13 88 145 △58
当期純利益または当期純損失（△） （百万円） 240 △155 △157 86 151
総資産 （百万円） 10,745 9,895 9,060 10,129 13,208
株主資本 （百万円） 5,170 4,811 4,653 4,503 4,139
１株当たり当期純利益または１株当たり当期純損失（△） （円） 26.68 △17.64 △18.17 10.20 19.52

（注） 株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及び自己株式を含んでおります。

当期純利益または当期純損失
（百万円）

経常利益または経常損失
（百万円）

（百万円）

売上高

15,000

第34期第33期第32期

10,000

5,000

0 第35期 第36期（当期）

15,000

10,000

5,000

0 第34期第33期第32期 第35期 第36期（当期）

300

100

200

-100

0

-200 第34期第33期第32期 第35期 第36期（当期）

30

10

20

-10

0

-20 第35期 第36期（当期）第34期第33期第32期

300

100

-100

200

0

第34期 第35期第33期 第36期（当期）第32期

6,000

4,000

2,000

0 第34期第33期第32期 第35期 第36期（当期）

（百万円）

（百万円） （円）

決算ハイライト

売上高

総資産

当期純利益または当期純損失

1株当たり当期純利益または1株当たり当期純損失

経常利益または経常損失

株主資本

STATEMENT
HIGHLIGHT
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顧 客 名
第36期（当期）平成24年3月期

売上高（百万円）

NTTデータ関連 4,784

NTT関連 463

日本IBM関連 1,574

沖電気関連 666

CTC関連 422

小 計 7,909

その他 4,000

合 計 11,909

弊社は「システムインテグレーション」、「ITサービス」、
「情報セキュリティ」の３つの柱（サービス）で事業活動
を推進しておりますが、決算のご報告に関しましては、最
終ユーザー毎に「公共関連事業」、「民間関連事業」と主に
セキュリティ製品の販売を行う「セキュリティ機器関連事
業」の３つを報告セグメントとしています。

公共関連事業におきましては、売上高・セグメント利益
は計画未達となりましたが、民間関連事業およびセキュリ
ティ機器関連事業におきましては、売上高・セグメント利
益共に計画を達成し、順調に推移しました。

公共関連事業におきましては、NTTデータ様およびそ
の関連企業様が、民間関連事業におきましては、日本IBM

様、NTT様、沖電気様、CTC様およびその関連企業様が、
主要顧客となります。セキュリティ機器関連事業におきま
しては、官公庁、自治体様が主要顧客となります。

合計

11,909
百万円

合計

11,909
百万円

公共関連事業

39.6%

NTTデータ関連

40.2%

民間関連事業

56.2%

NTT関連

3.9%

セキュリティ機器
関連事業

4.2%

沖電気関連

5.6%

CTC関連

3.5%

その他

33.6%

日本IBM関連

13.2%

セ グ メ ン ト 別
第36期（当期）平成24年3月期

売上高（百万円）

公共関連事業 4,717

民間関連事業 6,695

セキュリティ機器関連事業 496

合 計 11,909

セグメント別売上高構成比 主要顧客別売上高構成比

弊社提供のラジオ番組がオンエア中

FMラジオ局“Inter FM”にて、弊社提供の情報番組“BUSINESS LAB.”がオン
エア中です。“BUSINESS LAB.”は、ビジネスの話題を中心とした番組。

各界のビジネスリーダーをゲストに迎え、明日のビジネスのヒントを探ります。
パーソナリティは見・投資コンサルタントの中島セイジさん、ナビゲーターは山

尾百合子さん。「ビジネスが変わる。あなたが変える！」をキーワードに、今の時代
にぐぐっと食い込んでいます。是非ご視聴下さい。

トピックス

BUSINESS LAB.
InterFM：毎週日曜日

23：00～24：00
76.1MHz　東京
76.5MHz　横浜

http://www.interfm.co.jp/

Focus Systems 10
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［貸借対照表（要約）］ （単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目
当事業年度

平成24年3月31日現在

前事業年度
平成23年3月31日現在

資産の部
流動資産 5,444 4,439
固定資産 7,764 5,689

有形固定資産 3,781 3,785
無形固定資産 44 66
投資その他の資産 3,937 1,837

資産合計 13,208 10,129
負債の部
流動負債 3,942 3,044
固定負債 3,218 2,039
負債合計 7,161 5,083
純資産の部
株主資本 4,139 4,503

資本金 2,905 2,905
資本剰余金 1,468 1,468
利益剰余金 199 129
自己株式 △ 434 －

評価・換算差額等 1,908 541
純資産合計 6,047 5,045
負債純資産合計 13,208 10,129

財務諸表

1

3

5

2

4

［株主資本等変動計算書］（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計

その他有価
証券評価
差額金資本準備金 その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
その他利益剰余金
繰越利益剰余金

当期首残高 2,905 1,249 218 1,468 129 － 4,503 541 5,045
当期変動額
　剰余金の配当 △ 81 △ 81 △ 81
　当期純利益 151 151 151
　自己株式の取得 △ 434 △ 434 △ 434
　準備金から剰余金への振替 △ 500 500 － － －
　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額） 1,366 1,366

当期変動額合計 － △ 500 500 － 70 △ 434 △ 364 1,366 1,001
当期末残高 2,905 749 718 1,468 199 △ 434 4,139 1,908 6,047

流動資産
流動資産は、前期末に比べ1,005百万円増加しました。
これは主に、現金及び預金859百万円の増加によるものです。

固定資産
固定資産は、前期末に比べ2,075百万円増加しました。
これは主に、投資有価証券2,040百万円の増加によるものです。

流動負債
流動負債は、前期末に比べ898百万円増加しました。
これは主に、未払法人税等の増加259百万円、短期借入金の増加237百万
円および1年内返済予定の長期借入金の増加245百万円によるものです。

固定負債
固定負債は、前期末に比べ1,179百万円増加しました。
これは主に、繰延税金負債691百万円および役員退職慰労引当金
390百万円の増加によるものです。

純資産合計
資本準備金より500百万円をその他資本剰余金へ振り替えを行いました。
利益剰余金は70百万円増加し、その他有価証券評価差額金は 
1,366百万円増加して、純資産は1,001百万円の増加となりました。

1

2

3

4

5

FINANCIAL
STATEMENT

 Point 
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［損益計算書（要約）］

［キャッシュ・フロー計算書（要約）］

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目
当事業年度

平成23年4月 1 日から
平成24年3月31日まで

前事業年度
平成22年4月 1 日から
平成23年3月31日まで

売上高 11,909 11,401

売上原価 10,453 10,075

売上総利益 1,455 1,325

販売費及び一般管理費 1,503 1,137

営業利益又は営業損失（△） △ 47 187

営業外収益 80 47

営業外費用 91 89

経常利益又は経常損失（△） △ 58 145

特別利益 569 184

特別損失 9 90

税引前当期純利益 501 240

法人税、住民税及び事業税 401 143

法人税等調整額 △ 51 10

当期純利益 151 86

科　目
当事業年度

平成23年4月 1 日から
平成24年3月31日まで

前事業年度
平成22年4月 1 日から
平成23年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 314 242

投資活動によるキャッシュ・フロー 442 435

財務活動によるキャッシュ・フロー 65 △ 158

現金及び現金同等物の増減額 822 519

現金及び現金同等物の期首残高 1,662 1,142

現金及び現金同等物の期末残高 2,484 1,662

1

1

4

3

2

売上高
売上高は、前期に比べ508百万円増加しました。
これは、主に民間関連事業の売上高が790百万円増加し
たことによるものです。
売上原価は378百万円増加し、売上総利益は130百万円
増加しました。

販売費及び一般管理費
販売費及び一般管理費は366百万円増加しました。
これは主に役員退職慰労引当金繰入額340百万円の増加に
よるものです。
この結果、営業利益は対前期比234百万円の減少となりま
した。

特別利益
特別利益は、対前期比385百万円増加しました。
これは主に投資有価証券売却益440百万円の増加によるも
のです。

当期純利益
上記の結果、当期純利益は151百万円となり、前期比65
百万円の増加となりました。

現金及び現金同等物の期末残高
当期の現金及び現金同等物の期末残高は、法人税
等の支払額143百万円、自己株式の取得による支
出437百万円はあるものの、税引前当期純利益
501百万円および投資有価証券の売却による収入
579百万円を中心に、前期末に比して822百万円
増加し、2,484百万円となりました。

1

1

2

3

4

 Point 

 Point 
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会社概要

グループの状況

役員（平成24年3月31日現在） （平成24年6月28日現在）

（注）※両氏は社外監査役であります。

製品仕入

得意先

株式会社フォーカスシステムズ（当社）

受注 納品

関連会社
株式会社イノス（20.00％）ソフトウェア開発

受
注

納
品

公共関連部門 民間関連部門 セキュリティ機器関連部門

本社ビル

（注）（　）内は出資比率。

会社の概況CORPORATE
OVERVIEW

代 表 取 締 役 社 長 森 　 　 　 啓 　 一
代 表 取 締 役 副 社 長 三 　 浦 　 宏 　 介
専 務 取 締 役 畑 　 山 　 芳 　 文
取 締 役 室 　 井 　 　 　 誠
取 締 役 後 　 藤 　 　 　 亮
常 勤 監 査 役 坂 　 主 　 淳 　 一
監 　 査 　 役 池 　 野 　 清 　 昭
監 　 査 　 役 齋 　 藤 　 　 　 功※

監 　 査 　 役 中 村 清 司 ※

社 　 　 　 名 株式会社フォーカスシステムズ
本 　 　 　 社 〒141-0022

東京都品川区東五反田二丁目7番8号
フォーカス五反田ビル 
TEL.03-5421-7777（代）
FAX.03-5421-3201

設 　 　 　 立 昭和52年4月1日
資 　 本 　 金 29億円
売 　 上 　 高 119億円
従 業 員 数 882名

Focus Systems13
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株式の状況

大株主（上位 10名）

所有者別・株主分布状況

（平成24年3月31日現在）

（平成24年3月31日現在）

（注）当社は自己株式 786,800株を保有しておりますが、上記大株主から除外し
ております。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 36,000,000 株

発行済株式の総数 8,146,471 株

株主総数  3,196 名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
東　光博 580,200 7.88
株式会社 UBIC 450,000 6.11
柿木　龍彦 360,600 4.89
フォーカスシステムズ社員持株会 325,200 4.41
石橋　雅敏 281,400 3.82
畑山　芳文 271,700 3.69
第一生命保険株式会社 250,000 3.39
株式会社三井住友銀行 170,000 2.30
みずほ信託銀行株式会社 135,000 1.83
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 100,000 1.35

■ 個人・その他 
 4,918,082株（66.83％） 3,112名
■ 金融機関
 873,300株（11.87％） 10名
■ その他国内法人
 1,499,800株（20.38％） 56名
■ 外国法人・個人
 17,230株（0.23％） 5名 

■ 証券会社
 50,259株（0.68％） 11名 

■ 政府及び地方公共団体
 1,000株（0.01％） 1名

■ アンケートにご協力ください
今後のIR活動に活用させていただきたいと存じますので、株主の皆さまのお声をお聞か
せいただけましたら幸いです。

Q₁ 当社の株式の購入に際しての情報源は主として次のうちのどこからでしたか?

□	証券会社店頭			□	証券営業マン			□	新聞・雑誌の記事			□	広告
□	四季報			□	日経会社情報			□	ホームページ
□	その他（	 ）

Q₂ 当社の株式を購入された理由は何でしょうか? （複数可）

□	将来性			□	収益性			□	経営理念			□	事業内容			□	財務内容
□	株価の割安感			□	証券会社に勧められて			□	配当			□	技術力
□	安定性			□	その他（	 ）

Q₃ 当社株式に対する今後の方針として最も近いものをひとつお選び下さい。

□	売却			□	短期保有（１年未満）			□	長期保有			□	買い増し			
□	その他（	 ）

Q₄ 第36期報告書で興味を持った記事はどれでしょうか? （複数可）

□	アバウトフォーカスシステムズ			□	トップメッセージ			□	3つのサービス領域
□	ソリューションのご紹介			□	トピックス			□	決算ハイライト
□	財務諸表			□	会社の概況			□	株式情報			□	その他

Q₅ 当社に対しては、どのような企業イメージをお持ちですか？

［ ］

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

株主の皆さまへアンケートご協力のお願い

●ご意見・ご感想をお聞かせ下さい。

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

ご協力ありがとうございました。

株式情報STOCK
INFORMATION
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当社ホームページでは決算
短信などのIR情報や、当社
事業や製品・サービスなど
さまざまな情報を発信して
おります。

http://www.focus-s.com/

株式会社 フォーカスシステムズ
東京都品川区東五反田二丁目７番８号フォーカス五反田ビル

株主メモ

証 券 会 社 等 に
口 座 を お 持 ち の 場 合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 便 物 送 付 先

お取引の
証券会社等になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電 話 お 問 い
合 わ せ 先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く

9：00～17：00）

各種手続お取扱店
（ 住所変更、株主

配 当 金 受 取 り
方法の変更等）

みずほインベスターズ証券
本店および全国各支店
プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）

みずほ信託銀行
本店および全国各支店

未 払 配 当 金
の お 支 払

みずほ信託銀行　本店および全国各支店
みずほ銀行　本店および全国各支店

（みずほインベスターズ証券では取次のみとなります）

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問い
合わせ先・各種手続お取扱
店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の
買取・買増以外の株式売買はで
きません。証券会社等に口座を
開設し、株式の振替手続を行っ
ていただく必要があります。
みずほインベスターズ証券で単
元未満株式の買増請求手続きを
される場合は、事前にみずほ信
託銀行が指定する口座に送金し
ていただく必要があります。

大崎支店承認

5578

料金受取人払郵便

郵 便 は が き

差出有効期間
平成24年9月30日

（切手不要）

1 4 1 8 7 9 0
110

（受取人）

東京都品川区東五反田 2－ 7－ 8
フォーカス五反田ビル

株式会社 フォーカスシステムズ
管理本部 総務部　行

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

アンケートへのご協力をお願い申し上げます。

性 別：	□	男			□	女

年 齢：	□	20歳未満			□	20代			□	30代			□	40代			□	50代			
		 □	60代			□	70代以上

ご 職 業：	□	会社員			□	会社役員			□	専門職（医師・弁護士等）		□	自営業
		 □	公務員			□	主婦			□	学生			□	無職			□	その他

保有株式数：	□	500 株未満			□	500 ～ 1,000 株未満	
		 □	1,000 ～ 5,000 株未満			□	5,000 株以上

保有期間：	□	1 年未満			□	1 年以上			□	3 年以上			□	5 年以上
		 □	10 年以上

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年の3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月
基 準 日 3月31日
配当金受領株主確定日 3月31日
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告とする。

ホームページをご覧ください。

証券コード：4662

株主のみなさまへ

第36期 報告書
平成23年4月 1日 >> 平成24年3月31日

株式会社フォーカスシステムズ
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